
 

 

 

平成２８年度大阪市公立学校教員採用選考テスト 

高等学校 工業（建築） 解答用紙 （８枚のうち１） 

１ 

 

 

立方体の一辺を投影図の１目盛りとする。 

 

 

図１ 立体図（等角図） 

 

 

 

 

 

 

受験番号  

 基点 

得
点 
 



 

 

 

平成２８年度大阪市公立学校教員採用選考テスト 

高等学校 工業（建築） 解答用紙 （８枚のうち２） 

 

２ 

 

（１） 

ア 

２進数 

１１１１１０００ 

 

10 進数 

２４８ 

 

イ 

２進数 

００１１１０１１ 

 

16 進数 

３Ｂ 

 

ウ 

10 進数 

１６５ 

 

16 進数 

Ａ５ 

 

エ 

① 
１０００１１１１ 

② 
１１１０ 

 

（２） 

ア 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｘ 

０ ０ ０ １ ０ 

０ １ １ ０ ０ 

１ ０ １ １ １ 

１ １ １ １ １ 

イ 

             

 Ｘ ＝（ Ａ＋Ｂ ）・ （ Ａ＋Ｂ ） 

 

 

 

 

 

 

受験番号  

得
点 

／ 

／ 

／ 

／ 

／ 

／ 

／ ／ 

／ ／ ／ 

 

 

／ 



 

 

 

平成２８年度大阪市公立学校教員採用選考テスト 

高等学校 工業（建築） 解答用紙 （８枚のうち３） 

 

２（続き） 

 

（３） 

ア 

高水準言語で作成されたプログラムを逐次解釈しながら実行

するソフトウェアである。 

イ 

高水準言語で作成されたプログラム全体を、一括して機械語に変換する

ソフトウェアである。 

ウ 

コンピュ－タに過剰に依存したり、逆にうまく適応できないために心や

体に異常を起こすこと。 

 

（４） 

ア 
a≧300 

イ 
a≧120 

ウ 
料金単価は、20[円／ｋＷｈ] 

エ 
料金単価は、27[円／ｋＷｈ] 

オ 
料金単価は、31[円／ｋＷｈ] 

カ 
%d 

キ 
&a 

ク 
if 

ケ 
else if 

コ 
else 

 

 

受験番号  

／ 

／ 

／ 

／ 

／ 

／ 

／ 

／ 

／ 

／ ／ 

／ ／ 

／ 



 

 

 

 

平成２８年度大阪市公立学校教員採用選考テスト 

高等学校 工業（建築） 解答用紙 （８枚のうち４） 

３ 

 

（１） 

ア ４ ／ イ 15 ／ ウ 6.8 ／ 

エ １ ／ オ 2000 ／ 
 

  

 

（２） 

ア 

① 内径 ／ ② 外径 ／ ③ 深さ ／ 

④ 本尺 ／ ⑤ バーニヤ ／ 
 

  イ  0.05［ｍｍ］ ／ 

   

ウ  27.50［ｍｍ］ ／ 

 

（３） 

ア 建築士 ／ イ 危険物取扱者 ／ ウ 電気工事士 ／ 

エ 測量士 ／  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受験番号  

得
点 



 

 

 

 

平成２８年度大阪市公立学校教員採用選考テスト 

高等学校 工業（建築） 解答用紙 （８枚のうち５） 

４ 

 

（１） 

図１のように、Ａ－Ｂ間にかかる荷重を 

㋐の等分布荷重と㋑の等変分布荷重に 

分けて考える。 

 

図２のように、㋐の等分布荷重の合力Ｗ㋐、 

㋑の等変分布荷重の合力Ｗ㋑が集中して 

働く場合に置き換えて求めることができる。 

 

Ｗ㋐ ＝ｗ１×６［ｍ］ 

＝２[ｋＮ/ｍ]×６［ｍ］ 

   ＝12[ｋＮ] 

等分布加重の合力Ｗ㋐の作用位置は重心なので、 

Ａ点から右に３[ｍ]の位置Ｃに作用する。 

 

Ｗ㋑ ＝（ｗ２－ｗ１）×６［ｍ］÷２ 

＝（４[ｋＮ/ｍ]－２[ｋＮ/ｍ]）×６［ｍ］÷２ 

   ＝６[ｋＮ] 

等変分布加重の合力Ｗ㋑の作用位置は重心なので、Ａ点から右に４[ｍ]の位置Ｄに作

用する。 

 

Ａ点の垂直反力をＶＡ、Ｂ点の水平反力をＨＢ、垂直反力をＶＢとする。 

水平方向は右向きを、垂直方向は上向きを、モーメントは時計回りをそれぞれ（＋）

方向とする。ＶＡ、ＨＢ、ＶＢをそれぞれ（＋）の方向に仮定する。 

 

力の釣合条件を用いて反力の大きさを求める 

ΣＸ＝０より ＨＢ０  

ΣＹ＝０より ＶＡ＋ＶＢ－12[ｋＮ]－６[ｋＮ]＝０ 

       ＶＡ＋ＶＢ＝18[ｋＮ]・・・・・① 

Ｂ点において 

ΣＭＢ＝０より ＶＡ×６[ｍ]－12[ｋＮ]×３[ｍ]－６[ｋＮ]×２[ｍ]＝０ 

        ６ＶＡ＝48[ｋＮ] 

        ＶＡ＝８[ｋＮ] 

式①にＶＡ＝８[ｋＮ]を代入して ＶＢ＝10[ｋＮ] 

 

よって、答え 

 ＶＡは８[ｋＮ]で上向きである。 

ＨＢは０[ｋＮ] 

ＶＢは 10[ｋＮ]で上向きである。 

／ 

 

受験番号  

得
点 

 

図１ 

６[ｍ] 

ω２＝４［ｋＮ/ｍ］ 

ω1＝２［ｋＮ/ｍ］ 

Ａ Ｂ 
㋐ 

㋑ 

 
 

図２ 

Ｃ Ｄ 

 

Ａ Ｂ 

Ｗ㋐＝１２［ｋＮ］ Ｗ㋑＝６［ｋＮ］ 

ＨＢ 

１[ｍ] ２[ｍ] ３[ｍ] 

ＶＡ ＶＢ 

 



 

 

 

 

平成２８年度大阪市公立学校教員採用選考テスト 

高等学校 工業（建築） 解答用紙 （８枚のうち６） 

 

４（続き） 

（２） 

・Ａ～Ｃ間の曲げモーメントを図（ａ）のようにＭＹとする。 

ΣＭＹ＝０より   

ＭＹ－Ｐ×χ[ｍ]＝０ 

  ＭＹ－４[ｋＮ]×χ[ｍ]＝０ 

  ＭＹ＝４χ・・・・１次式 

  Ａ～Ｃ間 χ＝０[ｍ]のとき ＭＹ＝０[ｋＮ・ｍ] 

       χ＝２[ｍ]のとき ＭＹ＝８[ｋＮ・ｍ] 

・Ｃ～Ｄ間の曲げモーメントを図（ｂ）のようにＭＹとする。 

ΣＭＹ＝０より 

 ＭＹ－Ｐ×２[ｍ]＝０ 

  ＭＹ[ｍ]－４[ｋＮ]×２[ｍ]＝０ 

  ＭＹ＝８[ｋＮ・ｍ]（Ｃ～Ｄ間一定） 

・Ｄ～Ｂ間の曲げモーメントを図（ｃ）の 

ようにＭＹとする。 

ΣＭＹ＝０より 

 ＭＹ－Ｐ×（２－χ）[ｍ]＝０ 

  ＭＹ－４[ｋＮ]×（２－χ）[ｍ]＝０ 

  ＭＹ＝８－４χ・・・・１次式 

  Ｄ～Ｂ間 χ＝０[ｍ]のとき  

ＭＹ＝８[ｋＮ・ｍ] 

       χ＝４[ｍ]のとき  

ＭＹ＝－８[ｋＮ・ｍ] 

       Ｍ＝０の点は 

         ８－４χ＝０ 

         ４χ＝８ 

χ＝２[ｍ] 

 

よって、曲げモーメント図は 

右図のようになる。 

 

／ 

受験番号  

Ａ 

Ｂ

Ａ 

Ｃ Ｄ 

８[ｋＮ･ｍ] 
８[ｋＮ･ｍ] 

８[ｋＮ･ｍ] 
２[ｍ] 

 

Ｃ 

図（ｂ） 
Ａ 

Ｐ＝４［ｋＮ］ 

ＭＹ 

χ[ｍ] 

２[ｍ] 

 

 

Ｄ 
Ｃ 

図（ｃ） 
Ａ 

Ｐ＝４［ｋＮ］ ＭＹ 

４[ｍ] 

χ[ｍ] 

２[ｍ] 

 

 

図（ａ） 

Ａ 

Ｐ＝４［ｋＮ］ 

ＭＹ 

χ[ｍ] 

 



 

 

 

 

 

平成２８年度大阪市公立学校教員採用選考テスト 

高等学校 工業（建築） 解答用紙 （８枚のうち７） 

５ 

 

（１） 

ア 構造 ／ イ 基準 ／ ウ 生命 ／ 

エ 公共の福祉 ／ オ 工作物 ／ カ 壁 ／ 

キ 門 ／ ク 事務所 ／ ケ 線路 ／ 

コ 建築設備 ／       

          

（２） 

ア 土地 ／ イ 床面 ／ ウ ３分の１ ／ 

エ 柱 ／ オ 自重 ／    

          

（３） 

ア 片流れ屋根 ／ イ 寄棟屋根 ／ ウ 方形屋根 ／ 

エ 越屋根 ／ オ 差掛け屋根 ／ カ のこぎり屋根 ／ 

キ 陸屋根 ／ ク 切妻屋根 ／ ケ 入母屋屋根 ／ 

コ 腰折れ屋根 ／       

 

 

 

 

 

 

 

受験番号  

得
点 



 

 

 

 

平成２８年度大阪市公立学校教員採用選考テスト 

高等学校 工業（建築） 解答用紙 （８枚のうち８） 

６ 

 

（１） 

（途中の計算式も書くこと） 

北海道夕張市（東経 142°00’） 

地方真太陽時：T ＝ Ts ＋ E ＋        

 

      Ts ＝ T － E －（        ） 

 

Ts＝12 時―7分 ―     

 

Ts＝12 時―7分 ―      ×  60 分 

 

Ts＝12 時―7分 ―     ×  60 分  11 時 25 分 

／ 

   

（２） 

（途中の計算式も書くこと） 

 

代入する。 

   

 ＝２５０［lx］ 

 

／ 

  
 

 

受験番号  

得
点 



（３） 

ア 

＜トラップ＞ 

排水管から有毒ガスや悪臭、害虫などが室内に侵入するのを防ぐために、衛生器

具や排水を伴う器具には排水管の一部に排水が管をふさぎ、とどまるように設け

られている部分や装置をいう。 
／ 

イ 

＜レンタブル比＞ 

貸事務所の場合は、専用部分が賃貸料が取れる収益部分となり、共用部分が非収

益部分となる。延べ面積に対する収益部分の床面積の割合をレンタブル比という。 ／ 

ウ 

＜明度対比＞ 

同じ色を、明るい色を背景にした場合と、暗い色を背景にした場合で比較すると、

暗い色を背景にした方が明るく見えるように明度の差が大きくなる方向に変化

して見える現象。 
／ 

 


